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総説
養殖魚介類の寄生虫の標準和名目録

横山博1)* .長津和也2)

1)東京大学大学院農学生命科学研究科 干113-8657東京都文京区弥生1-1-1

2)広島大学大学院生物園科学研究科 干739-8528広島県東広島市鏡山1-4-4

要 旨 日本産養殖魚介類の寄生虫の標準和名目録を作成した。囲内の養殖対象魚介類に寄生す

る微胞子虫類7種，鞭毛虫類4種，繊毛虫類7種，粘液胞子虫類32種，単生類24種，吸虫類9種，条

虫類3種，線虫類10種，鈎頭虫類6種， ヒル類5種，甲殻類30種を含む合計137種の寄生虫について

標準和名を整理し，うち40属， 77種について新標準和名あるいは改称を提案した。また，日本に

おける発生事例や寄生虫の生物学や病理学など，魚病学的に重要な参考文献を付記した。

キーワード:魚類寄生虫，標準和名， 目録，養殖

緒己

筆者らは，平成19年度科学研究費補助金の研究成果公開促進費(研究成果データベース)の助成を受け，

(財)目黒寄生虫館の小川和夫館長(当時，東京大学大学院教授)と荒木 潤氏(当時， 目黒寄生虫館室長)

とともに「水産食品の寄生虫検索データベースJというホームページを立ち上げ，魚介類の寄生虫に関する

最新の知見を整理してインターネット上で公開している (http://fishparasite.fs.a.u-tokyo.ac.jp)。主な対象は

一般消費者であるが，水産業に従事する人達や全国の水産試験場職員らの利用により， 2014年8月時点のア

クセス数は26，000回を超えた。このホームページの立ち上げ当初は主に魚病関係者からの問い合わせが多

かったが， 2011年にヒラメに寄生する粘液胞子虫Kudoaseptempunctataによる食中毒が問題になってから，

保健所からの相談も増えた。テレビや新聞など様々なメディアで「クドア・セプテンプンクタータ」という

名前が取り上げられるなか，適切な和名を付けてほしいという要望が多方面から寄せられたため，その後の

論文で「ナナホシクドア」という新標準和名を提案した (Yokoyamaet al.， 2014)。これが本目録を作成する

直接のきっかけになったといってよいが，魚介類の寄生虫に標準和名を付ける必要性は以前から感じていた。

わが国で魚介類の寄生虫は，動物学，寄生虫学，魚、病学，水産学，医学，食品衛生学などの分野で研究さ

れ，古くは動物図鑑において，近年は各専門分野での学術誌において新種が記載され学名が付けられてきた。

しかし，学名は国際動物命名規約に則ったラテン語であるので¥専門家の聞では通用するが一般にはなじみ

にくい。特に最近は国内外の雑誌に関わらず，英文で新種記載をする例が増えたため，標準和名が提唱され

ないケースも多い。また，一般的に動物の和名を付けるにあたっては特別の規約がないため. ['誰でも勝手

に命名できる」という誤解を生みがちであり，それが混乱のもととなっている。

そこで日本魚類学会で、は，標準和名のルール作りの第一歩として，ガイドラインが作成された(瀬能，

2002)。本目録でも基本的にはこの指針に従うが，そのまま適用するのは難しい点もあるため，一部変更ま

たは明確化することにした。以下に本目録で用いた標準和名提唱の基準を列挙する。

*E-mail: ayokoh@mail.eccル tokyo.ac.jp



74 横山博長津和也

(1) 新標準和名の提唱は公刊雑誌において行い， 1新称」を付すこと (1仮称J，1暫定和名jは用いなしミ)。

また，名称の語源についても言及すること。

(2) 新標準和名は基準となる標本の観察に基づくべきであるが，それが難しい場合は，十分な記載や明瞭

な図，写真などを備えた論文を指定すること。

(3) 標準和名は分類上の所属や類縁関係がわかるようなものが望ましいが，形態的特徴や簡潔明瞭で、ある

点にも配慮すること。

(4) 標準和名はカタカナ表記を基本とするが，通称名として漢字表記することを妨げるものではない(例

武田微胞子虫)。

(5) 学名(主に属名)の読みに基づくカタカナ表記を標準和名に用いるのは好ましくないが，すでに専門

家の問で認知度の高い名前については それを妨げるものではない。

以上の基準を満たさずに提唱された和名(インターネット上での提唱や 基準となる標本や論文が指定さ

れていない場合など)は無効とみなし再度，本目録で検討し直すこととした。なお，本目録で新しく提唱

した標準和名は，備考で特に記さない限り，原著論文を基準として指定することにした。今回，取り上げた

寄生虫は，前述の「水産食品の寄生虫検索データベース」に収録している種の中から， とくに魚病学的に問

題となる養殖魚介類の寄生虫を選択するとともに，新たに数種を追加した(微胞子虫類7種，鞭毛虫類4種，

繊毛虫類7種 [Table1]，粘液胞子虫類32種 [Table2J，単生類24種 [Table3]，吸虫類9種 [Table4]，線虫

類10種 [Table5J，甲殻類30種 [Table6J，条虫類3種，鈎頭虫類6種，ヒル類5種 [Table7Jを含む合計137種;

このうち40属， 77種については新標準和名あるいは改称を提案した)。そのため，天然魚介類の寄生虫や人

体寄生虫は必ずしも網羅していない(日本海裂頭条虫やアニサキスなど)。また， 日本における発生事例や

寄生虫の生物学や病理学など，魚病学的に重要な参考文献を備考において付記した。

T'able 1. A list of protozoan parasites and their typical hosts cultu閃 din Japan. 

学名 標準和名 宿主備考

微胞子虫類MicrosporaSprague， 1977 

Glugea Thelohan， 1891 グルゲアピホウシチュウ
(グJレゲア微胞子虫)属
(新称)

Glugea plecoglossi Takahashi and Egusa，アユグjレゲアピホウシ アユ
1977 チユウ(アユグルゲア微

He担rosporisSchubert， 1969 

胞子虫)(改称)

イケイピホウシチュウ
(異形微胞子虫)属
(新称)

Heterosporis anguillarum (Hoshina， 1951)ウナギイケイピホウシ ニホン
Lom， Dykova， Korting and Klinger， 1989 チユウ(ウナギ異形微胞 ウナギ

Kabatana Lom， Dykova and 
Tonguthai， 2000 

子虫)

カパタピホウシチュウ属
(新称)

「グルゲア症jという魚病名が定着しているため.そ
のまま属名に用いる。

中島(1983)は「アユ微胞子虫J，日本寄生虫学会用語
委員会(2008)キでは「アユグJレゲア」をいずれも仮称
として提案したが 本稿で属名の提唱に伴い改称す
る。生物学高橋(1981)。感染防除高橋(1978)，
高橋・江草(1976).Takahashi and Ogawa(1997) 

発育ステージが向調的でなく。大小二型の胞子を形
成することに因む。

ニホンウナギに寄生する異形微胞子虫であることに
よる。中島(1983)は「ウナギ微胞子虫J. 日本寄生虫
学会用語委員会(2008)*では「ウナギ異形微胞子虫」
が いずれも仮称として提案されていた。本稿で新
属名の提唱に伴い。後者が適切と判断した。治療
加納・福井(1982)。加納ら (1982)

属名の由来となったZbygniewKabata博士に因む。

Kαbatana takedai (Awakura， 1974) Lom， タケダピホウシチユウ サケ科 中島(1983)は「マス微胞子虫Jを仮称として提案した
Nilsen and Urawa， 2001 (武田微胞子虫) 魚類 が。その後は使われていない。属名はカパタピホウ

シチュウであるが。「武田微胞子虫jが一般的に使用
されているので。後者を用いる。疫学・生物学・感
染経路・治療・予防など 粟倉(1974)。生物学
Zenke et al. (2005). Miy句imaet al. (2007) 

*日本寄生虫学会用語委員会 (2008): I暫定新寄生虫和名表jのホームページ掲載について
(http://jsp岡田gasaki-u.ac.jp/modules/tinydl/contentJprovisionalJEtable.html) 



T'able 1. continued. 

学名

凡licro司:poridiumseriolae Egusa， 1982 

Micro司:poridiumsp. PBT Zhang， 

Meng， Yokoyama， Miyahara， 

Takami and Ogawa， 2010 

Microsporidium sp， RSB Egusa， 
Hatai and Fujimaki， 1988 

養殖魚の寄生虫の標準和名目録

標準和名

ブリキンニクピホウシ

チユウ(ブリ筋肉微胞子

虫)

マグロピホウシチュウ

(新称)

マダイピホウシチュウ

(新称)
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備考

中島(1983)はM serio/aeを「ブリ微胞子虫J.ヒラマ

サに寄生するものを「ヒラマサ微胞子虫J(仮称)とし
て提案したが。現在では同種となっている。また。

日本寄生虫学会用語委員会(2008)*では「ブリ筋肉

微胞子虫jが仮称として提案された。最近，ブリや

カンパチの脳に寄生する微胞子虫(種レベルでは未

同定)が見つかっており，それと区別するため，後

者が適切と判断L..，ブリ，カンパチ，ヒラマサの筋

肉に寄生するM ser臼laeをまとめて「ブリキンニク

ピホウシチュゥ」と再定義する。発生状況 Sano et 

al.(1998)， Yokoyamaetal，(2011).診断法 Ben et 

al.(1999) ， Yokoyamaetal.(1996b) 

タイプ宿主のクロマグロに因む。発生状況 Zhang

et al. (201 Oa) 

タイプ宿主のマダイに因む。

Microsporidium sp， SH Yokoyama， ホシガレイピホウシチユウ ホシガレ タイプ宿主のホシガレイに因む。発生状況病理学。

Yokoyama， Zhang， Tsuruoka and Ogawa， (新称) イ Yokoyama et al. (2008) 

2008 

鞭毛虫類 Kinetop1astea Honigberg， 1963 

Amyloodinium Brown and Hovasse， 1946 デンプンベンモウチュウ属

(新称)

澱粉頼粒を有すること (Amy1ーは「澱粉Jの意)によ

る。

Amyloodinium ocellatum (Brown， 1934) デンプンベンモウチュウ 海水魚 感染実験横山・高見(2006)，治療南ら (2012b)

Brown and Hovasse， 1946 (新称)

Azumiobodo Hirose， Nozawa， 

Kumagai and Kitamura， 2012 

アズミベンモウチュウ属

(新称)

Azumiobodo hoyamushi Hirose， Nozawa， ホヤアズミベンモウチュ マボヤ

Kumagai and ウ(新称)

Kitamura， 2012 

lchthyobodo Pinto， 1928 イタチオボドベンモウ

チュウ属(新称)

属名の由来となった安住薫氏に因む。

Hirose et al. (2012)では種小名の"hoyamushi"が"the

nickname in Japan間"として記されたが。標準和名

として命名されたわけではない。ホヤ類から記載さ

れたアスミベンモウチュウであることから。ここで

新標準和名を提案する。発生事例 Kumagaiel 

al， (2010，2011)， 診 断 法 :Kumagai and Kamaishi 

(2013) 

「イクチオボド症」という魚病名が定着しているた

め。そのまま用いる。

lchthyobodo necator (Henneguy， 1883) イクチオポドベンモウ コイ， 生物学 Urawa(1992a， 1993)， Urawa and Kusakari 

Pinto， 1928 チユウ(新称) キンギョ (1990)

サケ

lchthyobodo sp. ofUrawa四 d シオミズイタチオボドベ ヒラメ 1. necatorは複数種が混在しているspeciescomplexで

Kusakari (1990) ンモウチユウ(新称) あると言われているが，海産種は別種と考えられる

ので，新標準和名は「塩水」の「イタチオボドベンモ

ウチュウ」とした。生物学・病理学:Urawa and 

Kusak町 i(1990)，Urawaetal.(1991) 

繊毛虫類CiliophoraDollein， 1901 

CryptocO/yon Brown， 1951 

Cryptocaryon irritans Brown， 1951 

lchthyophthirius Fouquet， 1876 

シオミズハクテンチュウ

(塩水白点虫)属(新称)

塩水白点虫を含むことによる。

シオミズハクテンチュウ 海水魚 海水魚に白点病を起こすことに因む。発生事例四

(塩水白点虫)(新称) 竃(1937)，生物学 Yoshinaga(2001)。治療角田・

里倉(1995)，Hirazawa et al. (2001)， Yoshinaga et 

al.(2011) 

ハクテンチュウ(白点虫)

属(新称)

白点虫を含むことによる。

IChthyψhthirius mull!fili日 Fouquet， 1876 ハクテンチュウ(白点虫) 淡水魚 (淡水魚に)白点病を起こすことに因む。

*日本寄生虫学会用語委員会 (2008): I暫定新寄生虫和名表」のホームページ掲載について

(h仕p刈sp.回 nagasaki-u，ac，jp/modules/tinyd1/contenむprovisionalJEtable.h加 1)
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T'ab!e 1. continued. 

学名 標準和名 宿主 備考

Miamiensis Thompson and Moewus， 1964マイアミスターチカセン スターチカ繊毛虫目に属し，属名の由来であるマイ

アミ大学(最初に分離されて研究された機関)に因

む。

Miamiensis avidus Thompson and 

Moewus， 1964 

Trichodina Ehrenberg， 1838 

モウチュウ属(新称)

マイアミスターチカセン ヒラメ 発生事例乙竹・松里(1986). 生物学・病害性吉

モウチュウ(新称) 水ら (1993). Takagishi et al. (2009) 

シャリンムシ(車輪虫)属 中島(1983)はMobi1ina自に属する数属の繊毛虫類に

対して「車輪虫」という名前を「総称」として与えた

が，ここでTrichodina属に限定して用いることにす

る。車輪状の形態に因む。

Trichodina fugu Imai， Inouye， Kotani and フグシャリンムシ(新称) トラフグ トラフグに寄生することに因む。日本寄生虫学会用

Ogawa，1997 語委員会(2008)*では17グトリコジナJと仮称され

たが，属名に従って提唱する。発生事例 Ogawa

and Inouye (1997) 

Trichodina japonica Imai， Miyazaki and ニホンシャリンムシ ニホン 種小名に因む。日本寄生虫学会用語委員会(2008)* 

Nomura，1991 (新称) ウナギ では「ウナギトリコジナ」と仮称されたが。属名に

従って提唱する。

Trichodinαreticulata Hirschmann and 7ナシヤリンムシ(新称) キンギヨ フナに寄生することに因む。発生事例 Ahmed

Partsch， 1955 7ナ。コイ (1977)

Trichodinαtruttae Muller， 1937 サケシャリンムシ(新称) サケ科 サケ科魚類に寄生することに因む。発生事例

魚類 U rawa and Arthur ( 1991 ) .病害性 Urawa(1992b) 

*日本寄生虫学会用語委員会 (2008) 1暫定新寄生虫干日名表」のホームページ掲載について

(h句 :lljsp.回 .nagasaki-u.ac.jp/modu1es/tinyd1/contentlprovisionalJEtab1e.htm1)

I'ab!e 2. A !ist ofmyxozoans and their typica! hosts cu!tu問 dinJapan. 

学名 標準和名 宿主備考

Cera加 問 戸aThe1ohan， 1892 ミカヅキムシ(三日月虫) 胞子が三日月形を呈することによる。

属(新称)

Ceratomyxa buri Yokoyama and ブリミカヅキムシ(新称) ブリ タイプ宿主のブリに因む。

Fukuda， 2001 発生事例 Yokoyama and Fukuda(2001) 

Ceratomyxa seriolae Yokoyama and ホソナガブリミカヅキム ブリ ブリミカヅキムシより胞子が細長いことによる。発

生事例 Yokoyama and Fukuda(2001) Fukuda， 2001 シ(新称)

Chloromyxum Mingazzini， 1890 シノウネンエキムシ 吉田・石崎(1965)により，数種のChloromyxum属粘

液胞子虫に「シノウネンエキムシjという和名が付け

られている。

Chloromyxum salvelini F可ita，I923

Chloromyxum wardi Kudo， 1920 

Enteromyxum Pa1enzue1a， Redondo and 
Alvarez-Pellitero，2002 

Enteromyxum leei (Diamant， Lom and 

Dykova， 1994) Palenzue1a， Redondo 
and Alvarez-Pellitero， 2002 

(四嚢粘液虫)属

サケシノウネンエキムシ サケ， サケ科魚類に寄生することに因む。生物学浦和

(新称) サクラマス広井(1986)

コガタサケシノウネンエ サケ， サケシノウネンエキムシより胞子が小型であること

キムシ(新称) ベニザケ， に因む。生物学 浦和・広井(1986)

ギンザケ

ハチノジホウシムシ(八 2個の極嚢が「八の字」に配置していることに因む。

の字胞子虫)属(新称)

ハチノジホウシムシ トラフグ， ハチノジホウシムシ属の代表的な種であることによ

(新称) マダイ， る。発生事例 Yasudaet al. (2005). Yanagida et 

ヒラメ al.(2008). 知名ら (2013). 生物学 Yasudaet 

ヤイトハタ al.(2002)， Yanagida et al. (2006) .病理学 TinTun 

et al. (2002). Ishimatsu et al. (2007)，診断法

Yanagida et al. (2005)，治療法 Chinaet al. (20 14) 

EnteroJr，ザ'xumjiJgu(百nTun， Yokoyama， 7グハチノジホウシムシ トラフグ タイプ宿主のトラフグに因む。発生事例。 TinTun 

Ogawa and Wakabayashi， 2000) Yanagida， (新称) et al. (2000) 

Nomura， Kimura， F叫mda，Yokoyama and 

Ogawa，2004 



1'able 2. continued. 

学名

H叩 neguyaThe/ohan. 1892 

養殖魚、の寄生虫の標準和名目録 77 

標準和名

ウチワムシ(閏扇虫)属

宿主 備考

石崎(1965)が'gtridentigeriに「チチブウチワムシJ
という和名を付けている。

Henneguya /ateo/abracis Yokoyama， タイリクスズキウチワム タイリク タイプ宿主のタイリクスズキに因む。発生事例

Kawakami， Yasuda and Tanaka， 2003 シ(新称) スズキ Yokoyama et a/. (2003) 

Henneguya pagri Yokoyama， Itoh and マダイウチワムシ(新称) マダイ タイプ宿主のマダイに因む。発生事例 Yokoyama

Tanaka， 2005 et al. (2005a) 

Hoferellus Berg， 1898 ズキンネンエキムシ

(頭巾粘液虫)属

吉田・石崎(1965)はMitrl叫110rocyprZnlに「ズキンネ

ンエキムシ」という和名をfすけたが，後にMitrasporα

属がHψrellus属に転属されると同時に，M cyprini 

はH carassiiのシノニムとされた。

Hoferellus carassii Akhmerov， 1960 ズキンネンエキムシ フナ 中島(1983)は「キンギョ腎膝虫J(仮称)と命名した

が，吉田 石崎(1965)に優先権がある。発生事例

Ahmed (1974)， Yokoyama et a/. (1990a). 治療

Yokoyama et a/. (1990b) 

めλidillmButschli， 1882 ツムガタムシ(紡形虫)属

Myxidium giardi Cepede， 1906 ウナギツムガタムシ

吉田・石崎(1965)はMyxidiumanguillaelこ「ウナギツ

ムガタムシJという和名を付けたが，後年.M
anguillaeはMgiardiのシノニムとされた。

ニホン 中島(1983)は「ウナギ皮膝虫Jと仮称したが，吉田・

ウナギ 石崎(1965)に優先権がある。

M)なobo/usButschli， 1882 シズクムシ(滴虫)属 胞子が典型的には流i商型を呈することによる。

(新称)

M)αobo/us acanthogobii Hoshina， 1952 '7ハゼシズクムシ(新称) ブリ， タイプ宿主のマハゼに因む。分類 Yokoyamaet 

マハゼ a/.(2004a)。発生事例 Egusa (1985)， Yokoyama et 

マサパ α1. (2005b). 病理阪口ら (1987b)

Myxobo/us artus Akhmerov， 1960 ダエンシズクムシ(新称) コイ 胞子が楕円形であることによる。日本寄生虫学会用

めFλobo/uskoi Kudo， 1919 

Myλobo/us murakamii Urawa， Iida， 
Freeman， Yanagida， Karlbakk and 
Yokoyama，2009 

地xobo/usψzr，ωulcalusMaeno. 

Sorimachi， Ogawa and Keam， 1995 

Myxobo/us wlI/ii (Wu and Li， 1986) 

Landsberg and Lom， 1991 

Sphaerospora Thelohan， 1892 

語委員会(2008)*では「コイ筋肉ミクソボJレス」が仮

称されたが。本報での属名の提案に伴い，新標準和

名を提案する。病理学 Ogawaet a/. (1992)。

Yokoyama et a/. (1996a) 

コイシズクムシ(改称) コイ 中島(1983)は「コイ錦、修虫J(仮称)と命名したが。こ

こで改称する。種名は基準宿主のコイに因む。病害

性 Yokoyamaet a/.(1997) 

ムラカミシズクムシ ヤマメ， 種小名を示す「村上恭祥氏」に因む。発生事例・疫学・

(新称) アマゴ 生物学・対策など村上(1979a，1979b， 1979c， 

1980a， 1980b， 1980c， 1982a， 1982b， 1982c， 1982d， 

1983， 1984， 1985) 

ウズマキシズクムシ ブリ 胞子殻の表面に渦巻き状の溝があることに因む。季

(新称) 節性 Yokoyama and Fukuda(2001) 

フナシズクムシ(新称) フナ 本種はWuand Li (1986)により Myxosomamagnaと

いう学名で記載されたが， Landsberg and Lom (1991) 

によってMyxobo/uswu/iiに変更された。その後，

Zhang et a/. (2010b)により再記載された。新標準和

名はタイプ宿主のフナに因む。なおI 本種は中島

(1983)が「キンギョ銀修虫J(仮称)としたものと同一

の可能性があるが，中島(1983)では未同定穫となっ

ており明確でないため「改称」とはしなかった。

タマホウシムシ(王胞子

虫)属

吉田 石崎(1965)がS.carassiiに17ナタマホウシム

シ」という和名を付けている。

Sphaerosporafugu (Tin Tun， Yokoyama， 7グタマホウシムシ トラフグ Tin Tun et a/. (2000)はLeptothecajilgllとして記載し

たが. Gunter and Adlard (2010)により転属された。

新標準和名はタイプ宿主のトラフグに因む。

Ogawa and Wakabayashi， 2000) Gunter (新称)

and Adlard， 2010 

The/ohanellus Kudo， 1933 

The/ohanellus hovorkai Akhmerov， 
1960 

イッキョクホウシムシ

(一極胞子虫)属(新称)

コイイッキョクホウシム コイ

シ(新称)

極嚢が1個であることによる。

タイプ宿主のコイに因む。病理学 Yokoyamaet 

a/.(1998). 対策 Liyanage el a/. (2003) 

*日本寄生虫学会用語委員会 (2008): 1暫定新寄生虫和名表」のホームページ掲載について

(http://jsp.ttn.nagasaki-u.ac.jp/modules/tinydl/contentlprovisionalJEtable.httnl) 
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T'able 2.∞ntinued. 

学名 標準和名 宿 主 備 考

The/ohanellus kitauei Egusa and 

N北 ajima，1981

キタウェイッキョクホウ コイ

シムシ(改称)

Kudoa Meg1itsch， 1947 クドア属

Kudoa amamie旧日 Egusaand N ak句Ima， アマミクドア(奄美クド ブリ

1980 .7) 

中島(1983)は「コイ腸謬虫jと仮称したが，ここで改

称する。種小名のわ畑uelを示す北上一男氏に因む。

中島(1983)は「ブリ筋膝虫J(仮称)と命名したが，江

草 中島(1978)で「アマミクド7(仮和名)Jとして提

案されており。現在では後者が一般的に使用されて

いるので，これを採用する。発生事例 江草・中島

(1978).疫学杉山ら (1999)，診断 Yokoyamaet 

al. (2000) 

Kudoa hexapunctata Yokoyama， Suzuki andムツボシクド7
Shirakashi， 2014 

クロマグロ，種小名の語源となった6個の点(極糞)に因む。分類・

キハダ 診断法 Yokoyamaet a/. (2014) 

Kudoa iwatai Egu岡田dShiomitsu， 1983 イワタクドア(岩田クド マダイ 種小名のれ叩仰を示す岩田一夫氏に因む。

ア)(新称)

Kudoa /ateo/abracis Yokoyama， Whipps， タイリクスズキクドア タイリク タイプ宿主のタイリクスズキに因む。診断法

Kent， Mizuno田 dKawakami， 2004 (新称) スズキ Grabneret a/.(2012) 

ヒラメ

Kudoa megacapsu/a Yokoyama and ltoh， ダイキヨクノウクドア ブリ

2005 (大極嚢クドア)(新称)

Kudoa neothunni (Arai and Matsumoto，キハダクドア キノ、ダ

1953) Whipps， Grossel， Adlard， 

Yokoyama， Bryant， Munday and 
Kent，2004 

Kudoa ogawai Yokoyama， Yanagida and オガワクドア(小)11クド メダイ，

Shirakashi，2012 ア)(新称) ヒラメ

Kudoa pericardia/is Nak句imaand Egusa， 7'リシンゾウクド7 ブリ

1978 (新称)

種小名の語源となった巨大な極嚢に因む。発生事例

Yokoyama et a/. (2006) 

石崎(1965)は旧学名のHexacapsulaneolhunni~こ「ロ

クノウホウシムシ」という和名を付けたが，Hexacapsula 

属はWhippsetα/. (2004)によりKudoa属に統合され

た。 Yokoyamaet a/. (2014)は本種を再記載した。標

準和名はタイプ宿主のキハダに因む。

種小名のogaWGZを示す小JlI和夫氏に因む。発生事例

鈴木(2013)

ブリの心臓に寄生することによる。

Kudoa prunusi Meng， Yokoyama， サクラクドア(新称) クロマグ 胞子の上面観が桜の花に似ることによる。

Shirakashi， Grabner， Ogawa， Ishimaru， 

Sawada and Murata， 2011 

Kudoa septempunctata Matsukane， Sato， ナナホシクドア

Tanaka， Kamata and Sugita-Konishi， 
2010 

Kudoa shiomitsui Egusa and シン、/ウクドア

Shiomitsu， 1983 (新称)

Kudoa thyrsites (Gilchrist， 1924) ホシガタクドア

Meglitsch， 1947 (新称)

Kudoa yasunagai (Hsieh and Chen， 1984) ノウクドア

明司lipps，Grossel， Adlard， Yokoyama， (新称)

Bryant， Munday and Kent， 2004 

ロ

ヒラメ 小西(2012)で「和名ナナホシクドア」として記され

トラフグ

ヒラメ

スズキ，

トラフグ，

ヒラメ

たが，基準となる標本または論文が指定されていな

いので混乱する恐れがあった。そこでYokoyamaet 

a/. (2014)は， Matsukane et a/. (2010)が新種記載し

たた韓国産養殖ヒラメ由来の標本を基準として指定

した。標準和名は，種小名の語源.となった7個の点(極

嚢)に因む。食品衛生大西(2012)，横山 (2012，

2013)，診断法 Grabneret a/. (2012)， Harada et 

α/.(2012) 

心臓に寄生することによる。

胞子の上面観が星型であることによる。発生事例

Yokoyama et a/. (2004b) 

海水戸、の脳に寄生することによる。発生事例 Egusa

(1986)，安永ら (1981a)， Shirakashi et a/， (2012) 
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Table 3. A list ofmonogeneans and their typical hosts cultured in Japan. 

学 名 標準和名 宿主 備 考

Anoplodiscus Sonsino， 1890 タイヒレムシ属(新称) タイ科魚類の鰭に寄生する種が多いことによる。

Anoplodiscus tai Ogawa， 1994 マダイヒレムシ(新称) マダイ マダイの鰭に寄生することに因む。発生事例・病理

学 Ogawa(1994)

Benedenia Diesing， 1858 ハダムシ属(新称) 魚類の体表に寄生することに因む。

Benedenia epinepheli (Y:訓aguti，1937) マハタハダムシ(新称) マハタ， マハタの体表に寄生することに因む。発生事例

Meserve，1938 トラフグ Ogawa et al. (1995) 

Benedenia sekii (Yamaguti， 1937) マダイハダムシ(新称) マダイ マダイの体表に寄生することに因む。発生事例江

Meserve， 1938 草(1978a)

Benedenia seriolae (Yamaguti， 1934) ブリハダムシ ブリ， 日本寄生虫学会用語委員会(2008).で「ブリハダム

Price， 1939 カンパチ， シjと仮称された。本報で提案した新属名から妥当

Dactylogyrus Diesing， 1850 

Dactylogyrus extensus Muller and 

Van C1eave， 1932 

ユピガタムシ(指形虫)属

(新称)

コイユピガタムシ

(新称)

ヒラマサ と判断されたのでそれを採用する。生物学小川

コイ

(2004a) 

コイに寄生するユピガタムシであることによる。生

物学小川 (2004a)

Dactylogyrus minutus Ku1wiec， 1927 コガタコイユピガタムシ コイ

(新称)

コイユピガタムシより小型であることによる。生物

学小)11(2004a) 

Gyrodactylus Nordmann， 1832 サンダイチユウ(三代虫)

属

Gyrodacかlusjaponicus Kikuchi， 1929 ニホンサンダイチユウ アユ 種小名に因む。発生事例 Ogawaand Egusa(1978b) 

(新称)

Gyrodactylus kherulensis Ergens， 1974 コイサンダイチユウ コイ コイに寄生することによる。発生事例 Ogawaand 

(新称) Egusa(1978b) 

Gyrodacかlog)/1・usmasu Ogawa， 1986 マスサンダイチユウ ニジマス， マス類(サケ科魚類)に寄生することによる。

(新称) ヤマメ，

アマゴ

Gyrodactylus plecoglossi Ogawa and アユサンダイチュウ アユ アユに寄生することによる。

Egusa， 1978 (新称)

Gyrodactylus rubripedis Ogawa and トラフグサンダイチュウ トラフグ トラフグに寄生することによる。発生事例 Ogawa

Inouye， 1997 (新称) and Inouye (1997) 

Neobenedenia Yamaguti， 1963 シンハダムシ属(新称)

Neobenedenia girellae (Hargis， 1955) シンハダムシ(新称)

Yamaguti， 1963 

属名の接頭語のNeoが「新Jを意味することによる。

カンパチ、 シンハダムシ属の代表的な種であることによる。発

ヒラメ， 生事例 Ogawaet al. (1995)。生物学 Bondad-

マダイ Reantaso et al. (1995a) .免疫学 Bondad-Reantaso

et al. (1995b) 

Pseudodactylogyrus Gusev， 1965 ニセユピガタムシ属 属名の接頭語のPseudoーは「偽」を意味することによ

(新称) る。

Pseudodactylogyrus an五:uillae(Yin and ウナギニセユピガタムシ ニホンウナニホンウナギに寄生するニセユピガタムシであるこ

Sproston， 1948) Gusev， 1965 (新称) ギ。ヨーロッとに因む。生物学小川 (2004a)

パウナギ

Pseudod，αctylogyrus bini (Kikuchi， 1929) オオガタウナギニセユビ ニホンウナニセユピガタムシより大型であることに因む。生物

Gusev，1965 ガタムシ(新称) ギ。ヨーロァ学小川 (2004a)

Tetl・αonchusDiesing， 1858 ヨツカギムシ(四鈎虫)属

(新称)

パウナギ

鈎が4個あることに因む。

Tetraonchus awakurai Ogawa and Egusa，アワクラヨツカギムシ ヤマメ。 種小名のawakuraiを示す粟倉輝彦氏に因む。発生事

19n (新称) 77ゴ， 例 Ogawa and Egusa (1978a) 

Tetraonchus oncorhynchi Ogawa and ヤマメヨツカギムシ

Egusa， 1978 (新称)

Bivagina Yamaguti， 1963 ソウチツムシ(双睦虫)属

(新称)

ニジマス

ヤマメ， タイプ宿主のヤマメに因む。発生事例 Ogawa and 

アマゴ Egusa (1978a) 

陸の関口部が2個あるように見える吸盤状構造物を

有することに因む。

キ日本寄生虫学会用語委員会 (2008). I暫定新寄生虫和名表」のホームベージ掲載について

(h壮p://jsp.tm.nagasaki-u.ac.jp/modu1es/tinyd1/contentlprovisionaIJEtab1e.htm1)
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T'able 3. continued. 

学名 標準和名

Bivagina tai (Yamaguti， 1938) Yamaguti， マダイソウチツムシ

19s (新称)

Eudiplozoon Khotenovsky， 1985 フタゴムシ属

Eudiplozoon nipponicum (Goto， 1891) フタゴムシ

Khotenovsky， 1985 

Hereaxine Yamaguti， 1938 エラムシ属(新称)

Heteraxine heterocerca (Goto， 1894) ブリエラムシ

Yamaguti， 1938 

Heterobothrium Cerfontaine， 1895 サカテムシ(逆手虫)属

(新称)

宿 王 備 考

マダイ マダイに寄生するソウチツムシであることに因む。

コイ

ブリ

発生事例 Ogawa (1988) 

発生事例亀谷ら (1966)

魚類の偲に寄生することによる。

日本寄生虫学会用語委員会(2008)*で「ブリエラム

シ」と仮称された。本報で提案した新属名から妥当

と判断されるので。それを採用する。再記載

Ogawa and Egusa(1977). 生物学松里(1967)

把握器のl対が他のものと逆向き(逆手)になってい

ることに図む。

Heterobothrium okamotoi Ogawa， 1991 トラフグサカテムシ トラフグ トラフグに寄生するサカテムシであることに因む。

(新称) 発生事例 Ogawaand Inouye (1997). 生物学

Ogawa(1997，1998) 

M川町otylevan Beneden and Hesse， コガタツカミムシ属 微小な(Micro-)把握器(coザle)を有することに因む。

lW  (小型把み虫)(新称)

Microcotyle sebastis Goto， 1894 クロソイコガタツカミム クロソイ クロソイに寄生するコガタツカミムシであることに

シ(新称) よる。生物学小川 (2004a)

Microcotyle tai Yamaguti， 1936 マダイコガタツカミムシ マダイ マダイに寄生するコガタツカミムシであることによ

(新称) る。発生事例・駆除藤田ら(1969)

Neoheterobothrium Price， 1943 シンサカテムシ(新逆手

虫)属(新称)

属名の接頭語のNeoーは「新」を意味することによる。

Neoheterobothrium hirame Ogawa， 1999 ヒラメシンサカテムシ ヒラメ ヒラメに寄生するシンサカテムシであることによ

(新称) る。疫学生物学・病理学小川 (2004a)

Zeuxapt，αUnnithan，1957 フセイチユウ(不斉虫)属

(新称)

体形が左右不相称であることによる。

Zeuxapta japonica (Yamaguti， 1940) ニホンフセイチュウ カンパチ， 種小名に因む。形態学・病理学小)11(2004a) 

(新称) ヒラマサ

本日本寄生虫学会用語委員会 (2008): I暫定新寄生虫和名表」のホームページ掲載について

(http://jsp加 .nagasaki-u.ac.jp/modules/tinydl/contentlprovisionalJEtable.html)

T'able 4. A list oftrematodes and their typical hosts cultured in Japan. 

学名 標準和名 宿王備考

Cardicola Short， 1953 マグロジュウケツキュウ

チユウ(マグロ住血吸虫)

属(新称)

マグロ類に寄生する住血吸虫であることに因む。

Cardicola opisthorchisOgm叩， Ishimaru， ホソナガクロマグロジュ クロマグロ クロマグロジ、ユウケツキユウチュウに比べて体型が

Shirakashi， Takami and Grabner， 2011 ウケツキュウチユウ 細長いことによる。

(新称)

Cardicola orientalis Ogawa， Tanaka， クロマグロジュウケツ クロマグロ タイプ宿主のクロマグロに因むo

Sugihara and Takami， 2010 キユウチユウ(新称)

Clinostomum Leidy， 1856 オウキユウチユウ(黄吸

虫)属

Clinostomum compla叩tum(Rudolphi， オウキュウチユウ(黄吸 キンギョ 1 和名は中島(1983)の提唱に基づく。発生事例保科

1819) Braun， 1899 虫) ドジョウ ら(1965). Kagei etal.(1984) 

Galactosomum Looss， 1899 ミズドリキユウチュウ

(水鳥吸虫)属(新称)

Galactosomum sp. ofKamegai， Yasunaga，ナガサキウミネコキユウ ブリ

Ogawa and Yasumoto， 1982 チュウ(長崎ウミネコ吸

虫)(新称)

主に水鳥を終宿王とすることによる。

タイプ産地の長崎県および終宿主のウミネコに因

む。発生事例安永ら (1981b)，亀谷ら (1982). 病

理学木村・延東(1979)
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T'able 4. continued. 

学名

Metagonimus Katsurada， 1913 

標準和名

ヨコガワキュウチュウ

(横川吸虫)属

宿主 備考

Metagonimus yokogawai (Katsurada， ヨコガワキユウチユウ アユ 発生事例影井・平山(1974)

1912) Katsurada， 1913 (横川吸虫)

Paradeontacylix McIntosh， 1934 ブリジュウケツキュウ プリ類に寄生する住血吸虫であることによる。

チュウ属(新称)
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Paradeontacylix grandiザ即日 Ogawa オオトゲカンパチジユウ カンパチ 種小名の語源である大きな線に因む。発生事例・疫

andE思lsa，1986 ケツキユウチユウ(新称) 学・生物学・病理学小川(2004b)

Paradeontacylix kampachi Ogawa and カンパチジユウケツキユ カンパチ タイプ宿主のカンパチに因む。発生事例・疫学・生

Egusa，1986 ウチユウ(新称) 物学・病理学小川 (2004b)

Psettarium Goto and Ozaki， 1930 フグジュウケツキュウ

チユウ属(新称)

フグ類に寄生する住血吸虫であることによる。

Psettarium sp. TPC ofOgawa， Nagano， シナフグジュウケツキュ トラフグ 中国産トラフグに寄生することによる。発生事例

Akai， Sugita and Hall， 2007 ウチユウ(新称) Ogawa et a/. (2007) 

Psettarium sp. TPJ ofOgawa， Nagano， ニホンフグジユウケッ トラフグ 日本産トラフグに寄生することによる。発生事例

Akai， Sugita and Hall， 2007 キユウチユウ(新称) Ogawa et a/. (2007) 

Table 5. A list ofnematode parasites and their typical hosts cultur官din Japan. 

寄生虫名 和名 宿主備考

Anguillico/a Yamaguti， 1935 ウキブクロセンチュウ

(標線虫)属

Anguillicola crassus Kuwahara， Niimi トガリウキブクロセン ニホンウナ和名は長浮 (1991)の提唱に基づく。生物学

四 dItagaki， 1974 チュウ ギ，ヨーロァ Na呂田awaet al. (1994a) .小川 (2004b)，発生事例

パウナギ 江草ら (1969)。広瀬ら (1976). 江草 (1978b)

Anguillico/a globiceps Yamaguti， 1935 ウキブクロセンチユウ ニホンウナ和名は長津 (2008c)の提唱に基づく。生物学

(擦線虫) ギ Nagasawa et al. (1994)。発生事例広瀬ら (1976).

Philometra Costa， 1845 イトセンチユウ(糸線虫)

属

江草 (1978b)

Philometra inimici Yamaguti， 1941 オニオコゼイトセンチユ オニオコゼ和名は長津 (2008c)の提唱に基づく。発生事例

ウ(オニオコゼ糸線虫) Moravec et a/. (1998) 

Philometra pinnico/a (Yamaguti， 1935) キジノ、タイトセンチュウ キジハタ 和名は長i宰 (2008c)の提唱に基づく。発生事例福

Yamaguti，1941 (キジハタ糸線虫) 回 (1999)

Philometra sp. (=Philometra sp. of 

Nak司Jlma皿 dEgusa， 1979; Philometra 

/ateo/abracis of Sakaguchi， Yamagata 

and Sako，1987) 

Phi/ometroides Yamaguti， 1935 ヒモセンチユウ(紐線虫)

属

マダイ Quiazon et al. (2008)によれば，阪口ら (1987a)が報告

した線虫は雄の形態情報を欠くことからP./ateo/abracis 

やP.spari.他種に容易に同定できないという。このた

め，ここに掲載するも新標準和名の提案は行わない。

発生事例 中島・江草 (1979).阪口ら (1987a)

Philometroides anguillae (Ishii， 1916) ウナギヒモセンチユウ ニホンウナ和名は長津 (2008c)の提唱に基づく。発生事例石

Rasheed， 1963 (ウナギ紐線虫) ギ 井 (1916)

Philometroid，自のprini(Ishii， 1931) コイヒモセンチュウ(コ コイ 和名は長津 (2008c)の提唱に基づく。生物学中島

Nak司ima，1970 イ紐線虫) (1970)。発生事例・駆除篠原 (1970)

Philometroides sanguinells (Rudolphi， フナヒモセンチユウ

1819) Rasheed， 1960 (フナ紐線虫)

Philometroid，四 serio/ae(Ishii， 1931) f 1)ヒモセンチユウ

Yamaguti， 1935 (ブリ紐線虫)

Salν'elinema Tro自me凶<0， 1962 マスウキブクロセンチュ

ウ(マス鯨線虫)属

フナ

ブリ

和名は長津 (2008c)の提唱に基づく。生物学中島・

江草 (1977a，1977c， 1977d). 長i畢 (2009b)，発生事

例中島 '1.工草 (1977b)

和名は長津 (2008c)の提唱に基づく。生物学中島・

江草 (1970)。中島ら (1970)，発生事例 中島・江

草 (1969)

Salν'elinema sa/monicola (Ishii， 1916) マスウキブクロセンチュ サケ科 和名はNagasawaand Furusawa (2006)の提唱に基づ

Margolis， 1966 ウ(マス鎮線虫) 魚類 〈。生物学 Moravecand Nagasawa (1986)，発生

事例粟倉 (1968)
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Table 6. A list of crustacean parasites and their typical hosts cultured in Japan. 

寄生虫名 和名 宿主 備考

力イアシ壷綱 CopepodaMilne Edwards， 1830 

Acanthochondria Oakley in トゲナシツブムシ属

Leigh-Sharpe and Oakley， 1927 

Acanthochondria priacanthi Shiino， 1964 ハタハタトゲナシツブP ハタハタ 和名は長i畢ら (2013)の提唱に基づく。発生事例

ムシ Nagasawa and Takaya (2008)。長津(2008b)

Alella Leigh-Sha中e，1925 ツツドウナガクピムシ 胴部が筒型を呈することに因む。

属(新称)

Alella macrotrachelus (Brian， 1906) クロダイツツドウナガク クロダイ クロダイに寄生することによる。生物学河東ら

ピムシ(新称) (1980)。発生事例室賀ら (1981)

Caligus Muller， 1785 ウオジラミ属

Caligus filgu (Yamaguti， 1936) セトウオジラミ(新称) トラフグ 瀬戸内海から記載されたことに因む。生物学

(=Pseudocaligl四戸gu) Vemnathi Maran et al. (20 11) .発生事例 Ogawa

and Inouye (1997) 

Caligus latigenitalis Shiino， 1954 クロダイウオジラミ クロダイ 和名は長j畢ら (2010)の提唱に基づく。生物学

Izawa (2004) 

Caligus lagocephali Pil1ai， 1961 (=Caligus 7グウオジラミ トラフグ 和名は長津ら (2010)の提唱に基づく。発生事例

ルguYamaguti and Yamasu， 1959) Ogawa and Inouye (1997) 

Caligus lalandei Barnard， 1948 モジャコウオジラミ ブリ， 和名は長i畢ら (2010)の提唱に基づく。発生事例 Ho

ビラマサ etα1. (2001). Nagasawa and Fukuda(201l) 

Caligus longipedis Bassett-Smith， 1898 シマアジウオジラミ シマアジ 和名は長津ら (2010)の提唱に基づく。生物学・Ogawa

(1992)。発生事例窪田(1967)

Cαligus macarovi G田町 1951 サンマウオジラミ クロマグロ発生事例 Nagasawa(20 11) .長j畢(2011)

Caligus orientalis Gusev， 1951 トウヨウウオジラミ コイ. 和名は長津ら (2010)の提唱に基づく。生物学

ニジマス Nagasawa (2004) .発生事例松本(1980). Urawa 

and Kato(1991) 

Caligus sclerotinosus Roubal， Armitage ゴウシュウウオジラミ マダイ 和名は長i畢ら (2010)の提唱に基づく。発生事例

and Rohde， 1983 Ho et al. (2004). Tanaka et al. (2013) 

Caligus spinosus Yamaguti， 1939 ブリウオジラミ ブリ. 和名は長i畢ら (2010)の提唱に基づく。生物学

ヒラマサ Izawa (1969)，発生事例藤田ら (1968)，N agasawa 

and Fukuda (2011)， Cruz-Lacierda et al. (2011) 

Clavella Oken， 1815 マルナガクピムシ属

Clavella parva C. B. Wilson， 1912 ソイマJレナガクピムシ ウスメバル和名はNagasawaet al. (2008)の提唱に基づく。発生

事例。 Nagasawaet al. (2008)，長i畢(2008a)

Ergasilus von Nordmann， 1832 ニセエラジラミ属

Ergasilus zacconis (Y訓 aguti，1936) オイカワニセエラジラミ アユ等 和名は長i畢ら (2007)の提唱に基づく。形態学中島

江草(1973)，再記載 Kimand Nagasawa (2006)， 

病害性中島ら (1974)

Lepeophtheirus von Nordmann， 1832 メナシウオジラミ属 ルヌルという限状器官を欠くことによる。

(新称)

Lepeophtheirus longiventralis Yu and Wu，ナガパラメナシウオジラ マツカワ 本種が長い腹部をもつことに因む。再記載発生事

1932 ミ(新祢) 例 Hoet al. (2004) 

Lepeophtheirus salmonis (Kroyer， 1837) サケジラミ ギンザケ， 和名は長浮(1990)の提唱に基づく。生物学

ニジマス Nagasawa (2004) .長j畢(2006a)，発生事例 Ho and 

Nagasawa (200 1) 

Lernaea Linnaeus， 1758 イカリムシ属

Lernaea cyprinacea Linnaeus， 1758 イカリムシ コイ， 生物学疫学笠原(1962)，小川(2004b)，

ニホン Nagasawa et al. (2007) 

ウナギ

Parabrachiella C. B. Wi1son， 1915 ヨツオナガクピムシ属 胴部後端に2対の突起を有することに函む。

(新称)
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宿 主 備考

Parabrachiella hugu (Yamaguti， 1939) 7グヨツオナガクピムシ トラフグ 本種が7グ類に寄生することによる。発生事例

Piasecki， Mlynarczyk and Hayward， 2009 (新称) Ogawa and 1nouye (1997) ，長津(2013)

本種がブリに寄生することによる。発生事例

Cruz-Lacierda et a/. (2011) 

Parabrachiella serio/ae (Yamaguti and ブリヨツオナガクピムシ ブリ

Yamasu， 1960) Piasecki， Mlynarczyk and (新称)

Hayward， 2009 

Peclenophilus ornatus Nagasawa， 
Bresciani and Lutzen， 1988 

Pectenophilus Nagasawa， Bresciani and ホタテエラカザリ属

Lutzen， 1988 (新称)

ホタテエラカザリ

Penicu/us von Nordmann， 1832 コヅツヒジキムシ属

本属にホタテエラカザリを含むことによる。

ホタテガ

イ。

アカザラ

ガイ

和名は長i畢(1989)の提唱に基づく。生物学長津

(1999， 2006b) ， Nagasawa (1999)，発生事例

Nagasawa et a/. (1991，1993)，病害性 Nagasawa

and Nagata(1992) 

和名は長津・上野(2014)の提唱に基づく。

Penicu/us minuticaudae Shiino， 1956 シリトガリコヅツヒジキ ウマヅラ 和名はOkawachiet a/. (2012)の提唱に基づく。生物

ムシ ハ ギ ， 学 Okawachiet a/. (2012)， Ismail et a/. (2013)，発

カワハギ 生事例 Nagasawaet a/. (2011)，南ら (2012a)

Sa/minco/a C. B. Wilson， 1915 

Sa/minco/a ca/iforniensis (Dana， 1852) ヤマメナガクピムシ

ヤマメナガクビムシ属

Sa/minco/a carpionis (Kroyer， 1837) イワナナガクピムシ

ヱラオE綱 BranchiuraThorell， 1864 

Sa/minco/a stellatus Markevich， 1936 イトウナガクピムシ

A，宮u/usMuller， 1785 

A，宮u/uscoregoni Thorell， 1864 

AI宮u/usjaponicus Thie1e， 1900 

Argu/us matuii Sikama， 1938 

Argu/us scutiformis Thiele， 1900 

軟甲綱 MalacostracaLatreille， 1802 

ワラジムシ目 IsopodaLatreille， 1817 

Mothocya Costa， 1851 

Mothoの，aparvostis Bruce， 1986 

Ceratothoa Dana， 1852 

チョウ属

チョウモドキ

チョウ

マツイウミチョウ

ウミチョウ

エラヌシ属

ブリエラヌシ(新称)

ヒゲブトウオノエ属

Ceratothoa verrucosa (Schioedte and タイノエ

Meinert， 1883) 

ウオノシラミ属Rocine/a Leach， 1818 

Rocine/a macu/ata Schioedte and 

Meinert， 1879 

タラノシラミ

ヤマメ 和名はNagasawaand Urawa (2002)の提唱に基づく。

発 生 事 例 保 科 西 村(1976)

イワナ属 和名はNagasawaand Urawa (2002)の提唱に基づく。

魚類 発生事例 Nagasawaet a/. (1995)， 病害性

Nagasawa et a/. (1998) 

イトウ 和名はNagasawaand Urawa (2002)の提唱に基づく。

発生事例 Nagasawa et a/. (1994b) 

ニジマス。 生物学・病害性 Shimura (1981， 1983)，志村・江

ヤマメ， 草(1980)。 志村ら (1983)，Shimura and Inouye 

アユ (1984) 長i畢(2009a)。防除井上ら (1980)

コイ 生物学 Tokioka(1936)，木村(1970)，Yoshizawa 

and Nogami (2008)。 長 津(2009a)， 発 生 事 例

Nagasawa et a/. (2010)， 長i畢ら (2012)，防除木村

(1960) 

ヒラメ 生物学長津(2009a) 再記載斉藤長津(2010)。

発生事例 Nagasawaand Fukuda (2009) ，長津

(2009c) 

トラフグ 生物学長津(2009a)。発生事例 Ogawaand 

Yokoyama(1998) 

ブリ ブリに寄生することに因む。形態学 Bruce(1986)。

生物学発生事例畑井・安本(1980，1981)

マダイ 生物学 Sanada(1941)

ギンザケ 発生事例粟倉(1983)
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T'able 7. A list of cestodes， acanthocephalans and hirudineans and their typical hosts cultured in Japan. 

学名 和名 宿主備考

条虫綱C回 todaRudolphi， 1808 

BOlhriocephalus Rudolphi， 1808 キュウトウジョウチュウ

(吸頭条虫)属

BOlhriocephalus acheilognalhi Yamaguti，カネヒラキユウトウジョ コイ 和名は岩田(1938)の提唱に基づく。発生事例・病害

性中島・ 7工草(1974)1934 ウチュウ(カネヒラ吸頭

Khawia Hsu， 1935 

条虫)

チョウジチユウ(丁子虫)

属(新称)

新標準和名は常緑樹チョウジの葉の形態に似ること

による。

Khawia sine旧日 Hs也， 1935 シナチョウジチュウ(支 コイ 平日名は中島・江草(1978)の提唱に基づく。発生事例

中島・江草(1978)

Proleocephalus Weinland， 1858 

那丁子虫)

ハイトウジョウチユウ

(杯頭条虫)属

Proleocephalus plecoglossi Yamaguti， アユハイトウジョウチュ アユ 和名は岩田(1938)の提唱に基づく。生物学高橋

(1973) 1934 ウ(アユ杯頭条虫)

鈎頭動物門Acanthocepha1aKoelreuthe巳1771

Acanthocephalus Koelreuther， 1771 コウトウチユウ(鈎頭虫)

属(新称)

Acanthocephalus echigoensis Fujita， 1920エチゴコウチョウチュウ

(越後鈎頭虫)

Acanthocephalus lucidus Van Cleave， サトヤマコウチョウチユ

1925 ウ(里山鈎頭虫，新称)

Acanlhocephalus minor Yamaguti， 1935 ショウコウチョウチュウ

(小鈎頭虫。新称)

Acanthocephalus opsariichthydis ハスコウトウチュウ

Yamaguti， 1935 (ハス鈎頭虫)

Longicollum Yamaguti， 1935 クピナガコウトウチュウ

(頚長鈎頭虫)属(新称)

Longicollum pα'grosomi Yamaguti， 1935 クビナガコウトウチュウ

(頚長鈎頭虫)

Pseudorhadinorhynchus Achmerow and トゲハダコウトウチュウ

Dombrowsk司ja-Achmerova，1941 (練肌鈎頭虫)属(新称)

Pseudorhadinorhynchus samegaiensis サメガイトゲノ、ダコウト

Nak句imaand Egusa， 1975 ウチュウ(醒井糠肌鈎頭

環形動物門AnnelidaLamarck， 1809 

ヒル亜綱 HirudinidaLamarck， 1818 

虫)(新称)

Batracobdella Viguier， 1897 ミドリピル属(新称)

Batracobdella smaragdina (Oka， 1910) ミドリピル

Hemiclepsis Vejdovsky， 1884 アタマヒル属(新称)

Hemicl，ψ'slsmargma臼 (0.F. Muller， アタマヒル

1774) 

Limnotrachelobdella Epshtein， 1968 ヒダピル属

Limnotrachelobdella okae (Moore， 1924) ヒダピJレ

Limnotrachelobdella sinensis (Blanchard，マミズヒダビル

1896) 

7子achelobdellaDiesing， 1850 

7トachelobdellalivanori (Oka， 1910) 

カザリピjレ属

カザリピJレ

新標準和名は本属が鈎頭動物のタイプ属であること

による。

ニジマス 和名は福井(1965)の提唱に基づく。発生事例保科

ら(1965)

ニジマス 新標準和名は本種が里山の動物に寄生することによ

る。形態学・発生事例 Nagasawa and Egusa (1981) 

ニジマス， 新標準和名は本種の種小名mmorに基づく。形態学

ヤマメ 発生事例粟倉(1972)

ニジマス 和名は福井(1965)の提唱に基づく。形態学中島・

江草(1975a)。発生事例中島ら (1975)

新標準和名は本属各種の頚部が長いことによる。

マダイ。 和名は福井(1965)の提唱に基づく。生物学

トラフグ Yasumoto and Nagasawa (1996)。発生事例 Ogawa 

and1noue(1997). 病害性畑井ら (1997)

新標準和名は胴部表面に練を有することによる。

ニジマス 新標準和名はタイプ産地が滋賀県醒井であることに

よる。形態学 中島・江草(l975b).発生事例中

島ら (1975)

新標準和名は本属にミドリピJレに代表されるヒル類

を含むことによる。

ニホン 和名は丘(1947)の提唱に基づく。発生事例小川ら

ウナギ (1985) 

新標準和名は本属にアタマヒルに代表されるヒル類

を含むことによる。

サケ科 和名は丘(1947)の提唱に基っく。生物学

魚類 Nagasawa and Miyakawa (2006). 発生事例:早栗

(1934) 

プ1}， 和名は丘(1927)の提唱に基づく。発生事例水野

カンパチ。 (2006)，Nagasawa and Fukuda (2008)， Nagasawa el 

トラフグ α1. (2009)， Nagasawa and Hirai (2009) 

ゲンコロウ和名は長i畢ら (2008)の提唱に基づく。発生事例

ブナ Nagasawa and Tanaka (20 12) 

ヒラメ 和名は丘(1927)の提唱に基づく。発生事例

Furiness el al. (2007) 
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Synopsis of Japanese names of the parasites from cultured fishes and shellfishes 
in Japan 

Hiroshi YOKOYAMA1
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Abstract A synopsis of Japanese names is compiled for the parasites reported from cultured fishes and 

shellfishes in Japan， based on the literature published between 1916 and 2014. A total of 137 species ofthe 

parasites， comprising 7 microsporeans， 4 flagellates， 7 ciliates， 32 myxozoans， 24 monogeneans， 9 

trematodes， 3 cestodes， 10 nematodes， 6 acanthocephalans， 5 hirudineans， and 30 crustaceans， are selected， 

and new Japanese names are proposed for 40 g巴neraand 77 species of the parasites. Some important 

references for each parasite， e.g.， a case r巴port，biology， and pathology， are also added as a supplementary 

note. 

Key words: aquaculture， fish parasites， Japanese name， synopsis 
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